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町政を問う町政を問う

教
育
長

①
推
進
会
議
を
２
回
、
通

学
路
危
険
個
所
合
同
点
検

を
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

②
歩
道
へ
の
車
両
止
め
、

　

昨
年
６
月
に
、「
広
野

町
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
し

た
が
、

①
継
続
し
た
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
実
施
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、「
広
野
町

通
学
路
交
通
安
全
推
進
会

議
」
は
、
何
回
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

②
通
学
路
危
険
箇
所
合
同

点
検
で
対
策
が
必
要
と
さ

れ
た
箇
所
の
対
策
実
績
は
。

遠
藤

遠藤　浩 議員

　

震
災
後
運
行
し
て
き
た

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
今
年

度
で
終
了
と
な
る
よ
う
で

す
が 

①
各
行
政
区
ご
と
の
小
・

中
学
生
の
人
数
は
。

②
原
則
、
学
校
ま
で
の
通

学
を
徒
歩
と
す
る
定
め
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
登
校

体
制
は
学
校
と
今
後
ど
の

様
な
対
応
を
と
る
の
で
す

か
。 

③
将
来
的
に
徒
歩
通
学
が

厳
し
い
小
・
中
学
生
に
町

民
バ
ス
を
無
料
で
運
行
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

遠
藤

「元気な町」通学路

門馬　巧 議員

　

２
月
、
突
然
に
負
担

額
を
提
示
さ
れ
、
そ
の

後
協
議
や
情
報
も
な

く
、
３
月
定
例
議
会
で

１
億
７
千
３
百
万
円
余
の

負
担
額
を
決
め
、
協
定
締

結
に
至
っ
た
事
を
、
新
聞

報
道
で
知
る
の
み
、
今
も
っ

て
「
図
面
・
関
係
図
書
」

を
提
示
し
て
の
一
切
の
説

明
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

①
駅
舎
の
新
た
な
負
担
額

は
発
生
し
な
い
の
か
。

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、

楢
葉
町
側
か
本
町
側
か
。

③
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

費
用
負
担
は
発
生
し
な
い

の
か
。

④
駅
前
広
場
整
備
費
の
新

た
な
負
担
金
は
発
生
し
な

い
の
か
。

⑤
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
事
項

に
つ
い
て
維
持
費
、
後
年

度
負
担
金
等
は
、
一
切
発

生
し
な
い
の
か
。

⑥
工
事
完
了
後
に
、
清
算

金
等
の
名
目
で
負
担
増
を

求
め
ら
れ
る
可
能
生
は
な

い
の
か
。

①
駅
舎
の
新
た
な
負
担
は

発
生
し
ま
せ
ん
。 

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
箇

所
は
、
楢
葉
町
側
で
す
。 

③
負
担
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

④
基
本
協
定
の
中
で

葉

町
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

⑤
維
持
費
に
つ
い
て
、
双

葉
地
方
町
村
会
が
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
し
ま
す
。 

⑥
追
加
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

①
報
道
で
３
医
療
機
関
と

あ
り
ま
す
が
、
公
立
大
学

法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

付
属
病
院
と
、
福
島
県
ふ

た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属

病
院
で
す
。

②
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
は
、
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

け
る
た
め
の
支
援
を
、
認

知
症
の
初
期
段
階
で
行

い
、
サ
ポ
ー
ト
医
は
、
戸

別
訪
問
で
専
門
的
な
助
言

を
行
い
ま
す
。

③
現
状
で
は
対
象
と
な
る

方
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

現
状
の
人
員
で
充
足
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

④
国
、
県
か
ら
、
地
域
支

援
事
業
交
付
金
の
交
付
を

受
け
て
い
ま
す
。

町
長

町
長

門
馬

「元気な町」Ｊヴィレッジ新駅
駅
設
置
後
の
展
開
は
い
か
に

町
長
／
設
置
に
つ
い
て
新
た
な
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

　

　

新
聞
報
道
で
、
双
葉
郡

８
町
村
は
県
立
医
大
付
属

病
院
な
ど
３
医
療
機
関
と

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
派

遣
協
定
を
交
わ
し
、
初
期

の
認
知
症
の
人
を
、
集
中

的
に
支
援
す
る
専
門
職

チ
ー
ム
の
設
置
が
、
今
年

度
か
ら
各
市
町
村
に
義
務

的
政
策
に
な
る
と
の
内
容

で
し
た
が
、

①
３
医
療
機
関
と
は
、
県

立
医
大
の
他
、
ど
こ
の
医

療
機
関
か
。

門
馬

県派遣研修認知症医療支援

具体的な支援内容はいかに
町長／適切な医療・介護サービスに結びつける

②
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
支
援
医
療
に
な
る
の
か
。

③
本
町
に
お
け
る
保
健

師
、
介
護
福
祉
士
等
の
人

的
充
足
面
で
問
題
は
な
い

の
か
。

④
国
・
県
の
補
助
は
つ
い

て
く
る
の
か
。

安
全
確
保
の
取
り
組
み
方
針
・
対
策
実
績
は

教
育
長
／
財
源
を
し
っ
か
り
捉
え
た
予
算
執
行

③
日
々
変
化
す
る
交
通
事

情
を
考
え
通
学
路
対
策
箇

所
に
示
す
「
徒
歩
通
学
路

線
」
を
拡
張
し
、
効
果
の

改
善
・
充
実
を
図
り
、
交

通
事
故
等
の
危
険
度
リ
ス

ク
を
下
げ
る
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

駅
前
横
断
歩
道
の
再
塗
装

等
は
早
急
に
対
策
し
、
側

溝
修
繕
等
も
進
め
て
い
ま

す
が
、
信
号
機
の
新
設
、

地
区
の
区
域
指
定
は
、
福

島
県
公
安
委
員
会
が
設
置
・

規
制
す
る
た
め
、
代
替
対

策
案
等
を
再
度
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
今
年
度
も
、
保
護
者
へ

危
険
個
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
意
見
・
要
望
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り

安
全
性
の
高
い
路
線
を
推

奨
し
、
事
故
等
の
危
険
度

を
下
げ
る
べ
く
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
、

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

県派遣研修登下校

学校との対応・町民バス運行は
教育長／町民バスを活用し対応したい

①
町
内
は
小
学
生
１
５
１

人
・
中
学
生
67
人
、
町
外

は
小
学
生
２
人
・
中
学
生

１
人
で
す
。

②
通
学
を
徒
歩
と
す
る
定

め
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

登
校
体
制
は
、
地
区
ご

と
に
通
学
班
の
編
制
を
行

い
、
安
全
な
集
合
場
所
を

選
定
し
、
中
学
生
を
含
め

た
集
団
登
校
を
学
校
だ
け

で
は
な
く
、
保
護
者
の

方
々
の
ご
理
解
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

③
来
年
度
以
降
は
無
料
の

町
民
バ
ス
を
活
用
し
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
新
駅
イ
メ
ー
ジ
図

通学路交通安全推進会議合同点検の様子


